
 

－1－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１ 

 ファイナンシャル・プランニング業務を行うに当たっては、関連業法等を順守することが重要である。

ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）の行為に関する次の記述のうち、最も不適切な

ものはどれか。なお、記載のない資格の登録等については考慮しないこととする。 

 

１．投資助言・代理業の登録を受けていないＦＰが、顧客と投資顧問契約を締結し、当該契約に基づい

て特定の上場株式の投資判断について有償で助言をした。 

２．税理士の登録を受けていないＦＰが、有料のセミナーにおいて、仮定の事例に基づき、一般的な税

法の解説を行った。 

３．生命保険募集人・保険仲立人の登録を受けていないＦＰが、変額年金保険の一般的な商品内容につ

いて説明を行った。 

 

  



 

－2－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問２ 

 下記は、東条家のキャッシュフロー表（一部抜粋）である。このキャッシュフロー表の空欄（ア）～

（ウ）にあてはまる数値として、誤っているものはどれか。なお、計算に当たっては、キャッシュフロ

ー表中に記載の整数を使用すること。また、計算過程においては端数処理をせず計算し、計算結果につ

いては万円未満を四捨五入することとする。 

 

＜東条家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円) 

経過年数 基準年 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 

家族・

年齢 

東条 義雄 本人 ３７歳 ３８歳 ３９歳 ４０歳 ４１歳 

   八重 妻 ３５歳 ３６歳 ３７歳 ３８歳 ３９歳 

   泰彦 長男  ７歳  ８歳  ９歳 １０歳 １１歳 

ライフイベント 
 泰彦 

小学校入学 
 海外旅行   

変動率 

収入 

給与収入（本人） １％ ４３０     

給与収入（妻） － ５０ ７０ ７０ ７０  

収入合計 － ４８０ ５０４ ５０９   

支出 

基本生活費 ２％ ２４０    （ ア ） 

住宅関連費 － １５６ １５６ １５６ １５６ １５６ 

教育費 － ５０ ４０ ４０ ５０ ６０ 

保険料 － １８ １８ １８ １８ １８ 

一時的支出 －   １２０   

その他支出 － １２ １２ １２ １２ １２ 

支出合計 － ４７６ ４７１ ５９６ ４９１  

年間収支   （ イ ）  ２２ １１ 

金融資産残高 １％ ６８０  ６４０ （ ウ ）  

※年齢および金融資産残高は各年１２月３１日現在のものとする。 

※給与収入は可処分所得で記載している。 

※記載されている数値は正しいものとする。また、問題作成の都合上、一部を空欄にしてある。 

 

１．（ア）２６０ 

２．（イ） ３３ 

３．（ウ）６６２ 

 

  



 

－3－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問３ 

 山本家の現時点の資産および負債が下記＜資料＞のとおりである場合、＜資料＞に基づく山本家のバラ

ンスシートの空欄（ア）にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、記載のない事項について

は一切考慮しないこととする。 

 

＜山本家のバランスシート＞ （単位：万円) 

［資産］ ××× ［負債］ ××× 

  負債合計 ××× 

  ［純資産］ （ ア ） 

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ××× 

 

＜資料＞ 
 

［保有財産（時価）］ （単位：万円） 

金融資産  

普通預金 ４００ 

定期預金 ８００ 

投資信託 １００ 

上場株式 ２００ 

生命保険（解約返戻金相当額） ８０ 

不動産（自宅マンション） ３,０００ 

 

［負債残高］ 

住宅ローン（自宅マンション）：２,２００万円 

 

 

１． １,５８０（万円） 

２． ２,３００（万円） 

３． ２,３８０（万円） 

 

 

  



 

－4－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問４ 

 木村さんは、今後１５年間で毎年３０万円ずつ積立貯蓄をして、老後資金の準備をしたいと考えてい

る。積立期間中に年利２.０％で複利運用できるものとした場合、１５年後の積立金額として、正しい

ものはどれか。なお、下記＜資料＞の３つの係数の中から最も適切な係数を選択して計算すること。ま

た、記載のない事項については一切考慮しないこととする。 

 

＜資料：係数早見表（年利２.０％)＞ 

 終価係数 年金終価係数 年金現価係数 

１５年 １.３４６ １７.２９３ １２.８４９ 

※記載されている数値は正しいものとする。 

 

１． ３,８５４,７００円 

２． ５,１８７,９００円 

３． ６,０５７,０００円 

 

問５ 

 遺族基礎年金に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最も適切

なものはどれか。 

 

遺族基礎年金を受給することができる遺族は、国民年金の被保険者等の死亡当時、その者によって

生計を維持されていた子または子と生計を同じくしていた配偶者である。なお、遺族基礎年金を受

給することができる子の年齢要件は以下のとおりである。 

① （ ア ）までの間にあること 

② （ イ ）で障害等級１級または２級に該当する障害の状態にあること 

※上記の年齢要件を満たしていても婚姻している者は子から除かれる。 

 

 

１．（ア）１８歳未満      （イ）２０歳未満 

２．（ア）１８歳到達年度の末日 （イ）２０歳未満 

３．（ア）１８歳到達年度の末日 （イ）２０歳到達年度の末日 

  



 

－5－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問６ 

 下記＜資料＞に基づくＷＡ株式会社とＷＢ株式会社の投資指標に関する次の記述のうち、最も不適切

なものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないこととする。 

 

＜資料＞ 

 ＷＡ株式会社 ＷＢ株式会社 

株価 １,２００円 ３,０００円 

１株当たり当期純利益 ２００円 ３００円 

１株当たり純資産（自己資本） １,５００円 ２,０００円 

１株当たり年間配当金 ２５円 ５０円 

 

１．株価収益率（ＰＥＲ）で比較した場合、株価はＷＡ株式会社よりＷＢ株式会社の方が割安である。 

２．株価純資産倍率（ＰＢＲ）で比較した場合、株価はＷＡ株式会社よりＷＢ株式会社の方が割高であ

る。 

３．配当利回りで比較した場合、収益性はＷＡ株式会社よりＷＢ株式会社の方が低い。 

 

問７ 

 投資信託の運用スタイルに関する下表の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最

も適切なものはどれか。 

 

運用スタイル 主な内容 

（ ア ） 
ベンチマークの動きに連動した運用成果を目指す。代表的なものにインデック

スファンドがある。 

（ イ ） 
ベンチマークを上回る運用成果を目標としており、銘柄の調査を入念に行うな

ど銘柄選択に時間やコストがかかる。 

 

１．（ア）パッシブ運用 （イ）アクティブ運用 

２．（ア）バリュー運用 （イ）グロース運用 

３．（ア）バランス運用 （イ）グロース運用 

 

  



 

－6－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問８ 

 下記＜資料＞の外貨定期預金について、満期時の外貨ベースの元利合計額を円転した金額として、正

しいものはどれか。なお、税金については考慮しないこととする。 

 

＜資料＞ 
 

預入額：１０,０００米ドル 

預入期間：１２ヵ月 

預金金利：１.５０％（年率） 

 

［為替レート（１米ドル）］ 

 ＴＴＳ ＴＴＭ（仲値） ＴＴＢ 

満期時 １２６.４０円 １２５.４０円 １２４.４０円 

 

 

１． １,２６２,６６０円 

２． １,２７２,８１０円 

３． １,２８２,９６０円 

 

問９ 

 建築基準法に従い、下記＜資料＞の土地に建築物を建築する場合の延べ面積（床面積の合計）の最高

限度として、正しいものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないこととする。 

 

＜資料＞ 
 

 
 

１．   ２７０ｍ2 

２． １,６２０ｍ2 

３． １,８００ｍ2  

・ 近隣商業地域 

・ 指定建蔽率  ６０％ 

・ 指定容積率 ４００％ 

・ 前面道路の幅員に対する

法定乗数 ６／１０ 

幅員６ｍ市道 

１５ｍ 

３０ｍ 

４５０ｍ2 



 

－7－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１０ 

 公的な土地評価に関する下表の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最も適切

なものはどれか。 

 

価格の種類 公示価格 相続税路線価 固定資産税評価額 

所管 国土交通省 国税庁 （ ア ） 

評価割合 － 公示価格の（ イ ）程度 公示価格の（ ウ ）程度 

実施目的 一般の土地取引の指標等 相続税等の財産評価の基礎 
固定資産税等の課税標準の

基礎 

 

１．（ア）国税庁            （イ）９０％ （ウ）８０％ 

２．（ア）市町村（東京２３区は東京都） （イ）７０％ （ウ）８０％ 

３．（ア）市町村（東京２３区は東京都） （イ）８０％ （ウ）７０％ 

 

問１１ 

 借地借家法に基づく定期借地権に関する下表の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わせと

して、最も適切なものはどれか。 

 

種類 一般定期借地権 事業用定期借地権等 建物譲渡特約付借地権 

存続期間 （ ア ）以上 １０年以上５０年未満 ３０年以上 

契約方法 （ イ ） （ ウ ） 制限なし 

契約終了時の

建物 

原則として借地人は建

物を取り壊して土地を

返還する 

原則として借地人は建

物を取り壊して土地を

返還する 

借地権設定者が建物を買

い取る 

 

１．（ア）３０年 （イ）制限なし     （ウ）公正証書等の書面 

２．（ア）５０年 （イ）制限なし     （ウ）公正証書 

３．（ア）５０年 （イ）公正証書等の書面 （ウ）公正証書 

 

  



 

－8－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１２ 

 大下秀雄さんが加入している生命保険（下記＜資料＞参照）の保障内容に関する次の記述の空欄（ア）

にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、保険金および給付金の支払事由が生じたときに

おいて、特約を含む保険契約は有効に継続しているものとする。また、秀雄さんはこれまでに＜資料＞

の保険から保険金および給付金を一度も受け取っていないものとする。 

 

＜資料＞ 
 
無配当定期保険特約付終身保険 保険証券番号△△△－□□□□ 

 

保険契約者 大下 秀雄 様  

 ◆契約日（保険期間の始期） 

２０××年×月×日 

◆主契約の保険期間 

終身 

◆主契約の保険料払込期間 

３０年 

◆特約の保険期間 

１０年 

（８０歳まで自動更新） 

被保険者 
大下 秀雄 様 

契約年齢 ５０歳 男性 
 

受取人 
死亡保険金 

大下 寧々 様（妻） 
 

 

■ご契約内容 ■お払い込みいただく合計保険料 

終身保険金額（主契約保険金額）       ２００万円 

定期保険特約保険金額           ２,５００万円 

災害割増特約保険金額           ２,０００万円 

災害入院特約 入院５日目から     日額 ５,０００円 

疾病入院特約 入院５日目から     日額 ５,０００円 

※約款所定の手術を受けた場合、手術の種類に応じて入院給

付金日額の１０倍・２０倍・４０倍の手術給付金を支払い

ます。 

 毎回 ×,×××円 

［保険料払込方法］ 

月払い 

 

※入院給付金の１入院当たりの限度日数は１２０日、通算限度日数は１,０９５日です。 

※１８０日以内に同じ病気で再度入院した場合は１回の入院とみなします。 
 

 

秀雄さんが、現時点で交通事故により死亡（入院・手術なし）した場合、保険会社から支払われる

保険金および給付金は、合計（ ア ）である。 
 

 

１．   ２００万円 

２． ２,７００万円 

３． ４,７００万円 

 

  



 

－9－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１３ 

 会社員の大久保さんが加入している生命保険について、死亡保険金が一時金として支払われた場合の

課税関係に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 

１．保険契約者（保険料負担者）および被保険者が大久保さん、死亡保険金受取人が大久保さんの妻の

場合、妻が受け取った死亡保険金は贈与税の課税対象となる。 

２．保険契約者（保険料負担者）が大久保さん、被保険者が大久保さんの妻、死亡保険金受取人が大久

保さんの場合、大久保さんが受け取った死亡保険金は所得税・住民税の課税対象となる。 

３．保険契約者（保険料負担者）が大久保さん、被保険者が大久保さんの妻、死亡保険金受取人が大久

保さんの子の場合、子が受け取った死亡保険金は相続税の課税対象となる。 

 

問１４ 

 ＦＰの沖田さんは、相談者の斉藤さんから地震保険に関する質問を受けた。地震保険に関する沖田さ

んの次の説明のうち、最も不適切なものはどれか。なお、地震保険とは「地震保険に関する法律」に定

める地震保険契約に係る保険をいうものとする。 

 

１．「地震保険は火災保険などとセットで契約するため、単独での契約はできません。」  

２．「地震保険の保険料は、建物の所在地によって異なります。」 

３．「地震保険では、自動車も家財として補償の対象となります。」 

 

  



 

－10－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１５ 

 中岡さん（６８歳）の当年分の収入が下記＜資料＞のとおりである場合、中岡さんの当年分の所得税

における総所得金額として、正しいものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないこ

ととする。 

 

＜資料＞ 

内容 金額 

アルバイト収入  ５０万円 

公的年金の老齢年金 ３００万円 

※アルバイト収入は給与所得控除額を控除する前の金額である。 

※老齢年金は公的年金等控除額を控除する前の金額である。 

 

＜給与所得控除額の速算表＞ 

給与等の収入金額 給与所得控除額 

 １６２.５万円 以下 ５５万円 

１６２.５万円 超 １８０万円 以下 収入金額×４０％－ １０万円 

１８０万円 超 ３６０万円 以下 収入金額×３０％＋  ８万円 

３６０万円 超 ６６０万円 以下 収入金額×２０％＋ ４４万円 

６６０万円 超 ８５０万円 以下 収入金額×１０％＋１１０万円 

８５０万円 超  １９５万円（上限） 

 

＜公的年金等控除額の速算表＞ 

納税者区分 公的年金等の収入金額（Ａ） 

公的年金等控除額 

公的年金等に係る雑所得以外の所得

に係る合計所得金額 

１,０００万円 以下 

６５歳以上の者 

 ３３０万円 以下 １１０万円 

３３０万円 超 ４１０万円 以下 （Ａ）×２５％＋ ２７.５万円 

４１０万円 超 ７７０万円 以下 （Ａ）×１５％＋ ６８.５万円 

７７０万円 超 １,０００万円 以下 （Ａ）× ５％＋１４５.５万円 

１,０００万円 超  １９５.５万円 

 

１． １８５万円 

２． １９０万円 

３． ２４０万円 

 

  



 

－11－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１６ 

 会社員の近藤さんの退職に係るデータが下記＜資料＞のとおりである場合、近藤さんの所得税におけ

る退職所得の金額として、正しいものはどれか。なお、近藤さんは役員であったことはなく、退職は障

害者になったことに基因するものではない。また、前年以前に受け取った退職金はないものとする。 

 

＜資料＞ 

支給された退職一時金 ４,４００万円 

勤続年数 ３８年 

 

１．   １４０万円 

２． １,１７０万円 

３． ２,３４０万円 

 

問１７ 

 高橋さんは、２０年前に購入し、現在居住している自宅の土地および建物を売却する予定である。売

却に係る状況が下記＜資料＞のとおりである場合、所得税における課税長期譲渡所得の金額として、正

しいものはどれか。なお、課税長期譲渡所得の金額が最も少なくなるように計算すること。 

 

＜資料＞ 
 

譲渡価額（合計）：６,５００万円 

取得費（合計）：２,１００万円 

譲渡費用（合計）：２００万円 

※居住用財産を譲渡した場合の３,０００万円特別控除の特例の適用を受けるものとする。 

※所得控除は考慮しないこととする。 
 

 

１．   ６００万円 

２． １,２００万円 

３． １,４００万円 

 

  



 

－12－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１８ 

 森隆男さん（被相続人）の＜親族関係図＞が下記のとおりである場合、民法上の相続人および法定相

続分の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しない

こととする。 

 

＜親族関係図＞ 

 

※妙子さんは期限内に家庭裁判所で手続きを行い、適法に相続を放棄した。 

 

 

１．綾子 ２／３  妙子 １／３ 

２．綾子 ２／３  龍子 １／６  吉春 １／６ 

３．綾子 ３／４  龍子 １／８  吉春 １／８ 

 

  

妙子（※） 

綾子 森 隆男 

（被相続人） 

龍子 

元貴 

吉春 

（すでに死亡） 



 

－13－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問１９ 

 藤田信二さん（被相続人）の＜親族関係図＞および＜相続に係る相続税の課税遺産総額（課税価格の

合計額から遺産に係る基礎控除額を控除した金額)＞が下記のとおりである場合、信二さんの相続に係

る相続税の総額として、正しいものはどれか。 

 

＜親族関係図＞ 

 

＜相続に係る相続税の課税遺産総額（課税価格の合計額から遺産に係る基礎控除額を控除した金額)＞ 

８,０００万円 

 

＜相続税の速算表＞ 

法定相続分に応ずる取得金額 税率 控除額 

 １,０００万円 以下 １０％ － 

１,０００万円 超 ３,０００万円 以下 １５％    ５０万円 

３,０００万円 超 ５,０００万円 以下 ２０％   ２００万円 

５,０００万円 超 １億円 以下 ３０％   ７００万円 

１億円 超 ２億円 以下 ４０％ １,７００万円 

２億円 超 ３億円 以下 ４５％ ２,７００万円 

３億円 超 ６億円 以下 ５０％ ４,２００万円 

６億円 超  ５５％ ７,２００万円 

 

 

１．   ５００万円 

２． １,１００万円 

３． １,７００万円 

 

  

良枝 藤田 信二 

（被相続人） 

桜子 咲江 



 

－14－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2024年公表分) 

問２０ 

 西川さん（３１歳）が当年中に贈与を受けた財産の価額と贈与者は以下のとおりである。西川さんの

当年分の贈与税額として、正しいものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないこと

とする。 

 

・ 西川さんの祖父からの贈与 現金３７０万円 

・ 西川さんの祖母からの贈与 現金１８０万円 

 

＜贈与税の速算表＞ 

（イ）１８歳以上の者が直系尊属から贈与を受けた財産の場合（特例贈与財産、特例税率） 

基礎控除後の課税価格 税率 控除額 

 ２００万円 以下 １０％ － 

２００万円 超 ４００万円 以下 １５％  １０万円 

４００万円 超 ６００万円 以下 ２０％  ３０万円 

６００万円 超 １,０００万円 以下 ３０％  ９０万円 

１,０００万円 超 １,５００万円 以下 ４０％ １９０万円 

１,５００万円 超 ３,０００万円 以下 ４５％ ２６５万円 

３,０００万円 超 ４,５００万円 以下 ５０％ ４１５万円 

４,５００万円 超  ５５％ ６４０万円 

 

（ロ）上記（イ）以外の場合（一般贈与財産、一般税率） 

基礎控除後の課税価格 税率 控除額 

 ２００万円 以下 １０％ － 

２００万円 超 ３００万円 以下 １５％  １０万円 

３００万円 超 ４００万円 以下 ２０％  ２５万円 

４００万円 超 ６００万円 以下 ３０％  ６５万円 

６００万円 超 １,０００万円 以下 ４０％ １２５万円 

１,０００万円 超 １,５００万円 以下 ４５％ １７５万円 

１,５００万円 超 ３,０００万円 以下 ５０％ ２５０万円 

３,０００万円 超  ５５％ ４００万円 

 

１． ３６万円 

２． ５８万円 

３． ８０万円 

 


